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研究成果の概要（和文）：　国士交通省から提供されたＸバンドMPレーダデータを使い、降雨量画像表示システムを作
成した。ＸバンドMPレーダデータは、2010年７月から試験運用が始まり、現在まで配信を行っている。
　本研究では、X-band MPレーダ降雨量データの地理情報システム（GIS）による活用として、雨量データを解析し、予
測される災害の発生地点、被害の拡大範囲および被害程度、さらには避難経路、避難場所などの情報をGoogle Mapsの
環境を使用してWeb GIS（Google Maps）システムを構築した。さらに、雨量情報を自治体の防災情報への活用としてGI
Sを使用し、活用できる情報をGISシステム上で構築した。

研究成果の概要（英文）：The Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism (MLIT) of Japan 
started operation of an X-band Multi-Parameter (MP) radar system in February, 2012, at 23 observation 
stations in Japan. Rainfall observations by the X-band MP radar system are more detailed than by the past 
C-band radar. However, now, applications of X-band MP radar data are mostly only for displaying one 
minute rainfall images. The Japan Meteorological Agency (JMA) is providing a standard of the rain 
situation (strength of rain), which shows hazard levels of the rainfall amount in one hour. Those hazard 
levels of the accumulated rainfall amount are quite important to estimate occurrences of disasters. Thus, 
in the present study, the accumulated rainfall amount monitoring system is developed. The accumulated 
rainfall amount can be clearly shown on a PC monitor or a mobile terminal monitor. It takes up to 5 
minutes to show the results on the web site since having observed rainfall in one hour.

研究分野： 地理情報システム
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１．研究開始当初の背景 
(1)近年、地球温暖化の影響の結果と思われる
豪雨や台風の強度の増大などが指摘される
中、平成 20 年度には局地的な大雨や集中豪
雨が多発し、その結果、甚大な浸水被害や水
難事故が発生している。 
 これまで、各地で発生する局所的な豪雨対
策としては、Ｃバンドレーダ雨量計が運用さ
れてきたが、日本全土をカバーするものの、
その空間分解能は 1km とかなり広く、主に
都市部で頻発する「ゲリラ豪雨」には、十分
には対応できないとされてきた。そこで国士
交通省により開発運用が始まったＸバンド
ＭＰレーダは空間分解能 250ｍと格段に向上
し、レーダ波自体も垂直・水平 2 偏波（ＭＰ：
マルチパラメータ）使用で精度が向上してい
る。測定間隔にしても、1 分毎の観測で、短
時間集中豪雨に対しても十分な精度と言え
る。ただレーダ観測基地局が限定されており、
国土全体をカバーしているわけではない。 
 他方、局所的な洪水氾濫を解析するために
必要となる数値標高情報 DEM は、これまで
全国レベルとしては国土地理院の 50mDEM
が整備運用されてきたが、空間分解能が粗く、
局所氾濫解析には使用が困難とされてきた。
そのため国士交通省は高精度 DEM の整備を
順次進め、平成 24 年 3 月 28 日より 5ｍメッ
シュ間隔である 5mDEM を国士の約 35％に
おいて供与を開始した。国土交通省の WEB
サイトから自由にダウンロードすることが
できる。都市域における道路幅、建築物のス
ケールから判断すると空間分解能としては
十分と考えられる。 
(2)実証実験地域としては、平成 24 年に発生
した「平成 24 年 7 月九州北部豪雨」（気象庁）
を対象として、すでにＸバンドＭＰレーダデ
ータを取得し、解析に取りかかっている。特
に九州北部地域においては、ＸバンドＭＰレ
ーダ観測局基地局が 4か所（風師山、古月山、
菅岳、九千部）と集中しており、被害が特に
ひどかった福岡県、大分県、北部熊本県を含
んでおり、解析環境としては整っていると言
える。具体的な被害としては 7 月 11 日～14
日に渡って記録的な集中豪雨が続き、福岡県
柳川市矢部川の堤防が 50 メートルにわたっ
て、支流の沖端川の高さ 6 メートルの堤防が
150 メートルにわたって決壊した｡熊本県白
川では 3 か所､'合志川で 6 か所、杖立川の 1
か所の、合わせて 10 か所で氾濫が発生して
いる。大分県中津市では山国川が氾濫してい
る。 
 
２．研究の目的 
（1）ＸバンドＭＰレーダのデータ処理シス
テム開発 
 これまで本研究室では、アメダス雨量デー
タ解析を行っており、学会等で既に発表して
来た（研究業績： 3.Web-based Delivery 
system of Disaster Prevention Information 
using a new JMADPIXML format and 

AMeDAS data）。ここでの研究内容は、アメ
ダスによる雨量データの単なる表示にとど
まらず、蓄積雨量（積分量）を計算し、過去
数時間から数日の蓄積量から地滑りや土砂
災害の防止･避難に結びつけるものであった｡
同様にＸバンドＭＰレーダの場合も、単に降
雨状況の表示では有効性に乏しく、過去数時
間の蓄積雨量を計算し、氾濫水の解析により、
洪水の状況や将来予測を行うと言うもので
ある。 
 (2)流体解析による、氾濫水の解析 
 氾濫水の解析には、①内水氾濫解析、②外
水氾濫解析の 2 種類がある。 
 ①内水氾濫解析 
 内水氾濫とは堤防決壊など河川からの越
流がなく、集中した降雨のみによる低地の洪
水氾濫 のことであり、時間当たり降雨量、
時間当たり排水量、DEM、建築物密度等によ
り計算でき、浸水深・浸水領域の予測が可能
となる。 
 ②外水氾濫解析 
 外水氾濫は、内水氾濫に加え、流入水とし
て堤防決壊など河川からの越流が発生し、よ
り甚 大な被害が発生する結果となる。 
 両者共に、水流の x･y 各方向運動方程式、
連続の式から計算される。計算メッシュとし
ては、 5mDEM を基準としたスタガードス
キームを使う。空間メッシュ間隔、△x，△
ｙは 5mDEM を考慮し、都市域では 10ｍ～
50ｍ、郊外・山間部では 50ｍ～100ｍ程度を
想定している。これらの計算結果、現時点で
の浸水深・浸水領域予測、さらに将来の時間
毎の予測を行うことができる。 
 (3)解析結果の Google Earth（ＰＣ・携帯端
末）での表示 
 これらの計算の結果を各種の WEB サイト
で表示し､有効活用を計画している。第一段
階では、時間あたりの降雨状況を独自のサイ
トで表示し、一般市民に活用してもらう。よ
り高度な利用として、流体解析で行った結果
を GIS システムで加工し、KML ファイル経
由で Google Earth 上において表示する。最
近 Google Earth の航空写真の分解能が向上
しており、都市域では数十 cm から１ｍ程度
にも達しており、住宅一軒程度も認識できる
状況である。ただ、KML ファイルの扱いは
やや困難なので、主たる利用は自治体防災関
係者を予想している。 
 
３．研究の方法 
(1)ＸバンドＭＰレーダデータを有効利用す
るには、様々なシステム上の構築が必要とな
る。先ず降雨量画像の表示には、レーダデー
タの画像化・オルソ化を行い、さらにほぼリ
アルタイムで表示するためには、計算プログ
ラムの自動化を行う。降雨量の表示の他、浸
水領域や浸水深を推定するために、高精度
5mDEM を使い 3 次元モデルを作成し、氾濫
水の解析を行う。 
 これらの得られた結果は、通常の WEB サ



イトでは不十分なので、KML ファイルを通
じて Google Earth（ＰＣ・携帯端末）での表
示を行う。最近の Google Earth の航空写真
は、高解像度化しており、浸水領域などを高
精度で把握することができる。 
 
４．研究成果 
（1）ＸバンドＭＰレーダ雨量データ解析シ
ステムの開発 
 まず、国土交通省からＸバンドＭＰレーダ
データの提供を受け、データ構造解析、処理
システム開発、地図座標系への投影手法など
の開発を行った。 
(2)ＸバンドＭＰレーダ雨量データ蓄積画像
の開発 
 国土交通省の Web サイト XRAIN は、Ｘバ
ンドＭＰレーダ雨量データをリアルタイム
に表示できるが、分解能は低く、市町村単位
で、白地図程度である。また、データが 1 分
単位の静止画像であるため、雨量データ蓄積
画像として使えない。そこで災害判断のさい
重要となるＸバンドＭＰレーダ雨量データ
蓄積画像を開発した。蓄積画像は、基本は 1
時間蓄積画像であるが、２時間蓄積画像、３
時間蓄積画像も表示できるようになってい
る。 
(3)2014 年広島豪雨災害への適応 
 2014 年 8 月 19 日夜から 20 日明け方にか
けて、広島市を中心に猛烈な雨となり、広島
市安佐南区から安佐北区にかけて集中豪雨
が発生した。線状降水帯が形成され、3 時間
降水量が 200mm を超える局地的豪雨をもた
らし、同時多発的に大規模な土石流が発生し
た。その士石流は急傾斜地に立地する住宅地
を襲い、土石流災害としては過去 30 年間の
日本で最多となる死者 74 名を含む甚大な災
害を発生させた。 
 また、河川災害としては、8 月 20 日 4 時
20 分頃に太田川の支川である根谷川が可部
三丁目付近で溢水氾濫した。広島市災害対策
本部のまとめによれば、土砂災害が 166 箇所
(土石流 107 箇所、 崖崩れ 59 箇所）で発生
した。また、道路・橋梁、河川堤防等の公共
土木施設の被害も 1,333 件にのぼった。 
 本研究では，平成 27 年 8 月 14 日から 20
日のＸバンドＭＰレーダ雨量情報を活用し、
地理情報 システム（GIS）を使用して、予測
される災害の発生地点、被害の拡大範囲を解
析した。ＸバンドＭＰレーダ雨量データと気
象庁気象レーダ（C-band）の時間降雨量での
比較、降雨強度（単位時間当りの雨量）また
は任意の時間の雨量の等しい地点を結んだ
線（等降雨量線）を電子地図・地形図上に
GIS を使用して可視化処理を行った。Ｘバン
ドＭＰレーダ降雨量データは局所的な雨量
をほぼリアルタイムに観測可能である。従来
の C-band レーダは広域的な降雨量観測に適
するのに対し、ＸバンドＭＰレーダは、観測
可能エリアは小さいものの局地的な大雨に
ついても詳細（高分解能）かつリアルタイム

での観測が可能である。 
 以上の結果は、各種学会での発表、及び論
文で公表してきた。 
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